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	１．適用範囲
	２．暦による期間の計算
	３．期間の開始日と満了日の定め
	（１）「○○○○年○月○日からＸ年間（Ｘヶ月間）」という期間の定め方をしたときは、「○○○○年○月○日」は期間に算入せずその翌日を開始日とし、最後の年（月）の○月○日（○日）を満了日とする。
	ただし、契約締結日が「○○○○年○月○日」の前日以前のプライバシーマーク付与契約書において、契約の有効期間は「○○○○年○月○日」を開始日とし最後の年の○月○日の前日を満了日とする。
	（２）「○○○○年○月○日のｍヶ月前からｎヶ月前まで」という期間の定め方をしたときは、ｍヶ月前に応当する日は期間に算入せずその翌日を開始日とし、nヶ月前に応当する日を満了日とする。
	（３）開始日を明記せず「１０日以内」、「３ヶ月以内」という期間の定め方をしたときは、発信した日の３日後を開始日とし、満了日はその開始日に応当する日の前日とする。
	（４）月又は年によって期間を定めた場合において、最後の月に応当する日がないときは、その月の末日を期間の満了日とする。
	４．期間の満了
	５．改正
	６．施行

